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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
健
康
、
生
活
、
権
利

な
ど
を
守
る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知

識
を
生
か
し
、
連
携
し
て
支
援

に
当
た
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
た
ら

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
匿
名
可
）
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
相
談
で
き

ま
す
。
独
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

体
調
不
良
な
ど
の
理
由
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
職

員
が
訪
問
し
ま
す
。
下
表
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
の
こ
と

�
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
。

�
介
護
認
定
を
受
け
た
が
何
を

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

健
康
の
こ
と

�
足
腰
が
弱
っ
て
き
て
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
。

�
一
人
暮
ら
し
で
急
に
具
合
が

悪
く
な
っ
た
と
き
の
こ
と
が
心

配
だ
。

�
地
域
の
介
護
予
防
活
動
に
参

加
し
た
い
。

生
活
の
こ
と

�
お
金
の
管
理
に
自
信
が
な
く

な
っ
て
き
た
。

家
族
の
こ
と

�
高
齢
の
親
の
介
護
を
し
て
い

る
が
負
担
が
大
き
い
。

�
離
れ
て
暮
ら
す
高
齢
の
親
が

心
配
だ
。

�
介
護
で
怒
鳴
っ
た
り
、
手
を

あ
げ
た
り
し
て
し
ま
う
。

近
所
の
高
齢
者
の
こ
と

�
最
近
見
掛
け
な
く
な
っ
た
高

齢
者
が
い
る
。

�
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

が
い
る
ら
し
い
。

�
経
済
的
に
苦
し
い
と
聞
い
た
。

�
安
否
や
生
活
の
様
子
が
心
配

な
高
齢
者
が
い
る
。

地
域
づ
く
り
の
こ
と

�
高
齢
者
が
集
う
場
を
つ
く
り

た
い
。

�
地
域
の
高
齢
化
対
策
を
一
緒

に
考
え
て
ほ
し
い
。

防
ご
う
「
高
齢
者
虐
待
」

　

高
齢
者
の
世
話
や
介
護
を
す

る
人
は
、
介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ

ス
、
協
力
者
や
相
談
者
が
い
な

い
孤
独
感
な
ど
か
ら
、
無
意
識

の
う
ち
に
虐
待
を
行
っ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

「
高
齢
者
虐
待
」
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
近
所
の
高
齢
者
に
虐
待
の

疑
い
が
あ
る
場
合
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

五
つ
の
高
齢
者
虐
待

◆
心
理
的
虐
待

　

威
圧
的
な
言
葉
や
態
度
に
よ

る
脅
し
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
な

座間市地域包括支援センター

担当地域連絡先所在地名称

相模が丘1０４６（２６６）５２２２相模が丘６－２７－９座間市相模が丘
地域包括支援センター

小松原、ひばりが丘、東
原1０４６（２５５）２５５５ひばりが丘５－２１－２９座間市ひばりが丘

地域包括支援センター

さがみ野、栗原中央、南
栗原、西栗原1０４６（２５１）１１６７栗原中央６－１－１８座間市栗原

地域包括支援センター

相武台、広野台、栗原、
緑ケ丘２～６丁目、明王1０４６（２５８）２０３０栗原１２６１－１座間市相武台

地域包括支援センター

緑ケ丘１丁目、立野台、
入谷３・４丁目1０４６（２６６）２００５緑ケ丘１－２－１座間市立野台

地域包括支援センター

入谷１・２・５丁目、四
ツ谷、新田宿、座間1０４６（２５６）９００７新田宿６２３座間市新田宿

地域包括支援センター
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座
間
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
に
よ
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
方
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。

特
別
な
活
動
を
行
う
の
で
は
な

く
、
自
身
の
知
識
を
知
人
に
広

め
た
り
、
認
知
症
に
苦
し
む
方

に
関
係
機
関
を
紹
介
し
た
り
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
無
理
の

な
い
範
囲
で
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

　

同
講
座
の
修
了
者
に
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な

る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
「
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
」
を
支
給
し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月
７
日
（
木
）

１２

午
後
１
時　

分
〜
３
時
（
午

３０

後
１
時
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ

ー
２
階　

保
健
相
談
室

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　
　

月
６
日（
水
）

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

介
護
保
険
課　
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2
5
2
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座
間
市
薬
剤
師
会
の
吉
永
耕

子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
薬
の

飲
み
方
や
管
理
方
法
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
水
）

１２

１３

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ

ー
１
階　

多
目
的
室

○
対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以

６５

上
の
市
内
在
住
者

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　
　

月　

日（
月
）

１２

１１

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

介
護
保
険
課　
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介
護
生
活
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
、
知
ら
ぬ
間
に「
介
護
う
つ
」

に
な
っ
て
し
ま
う
方
が
い
ま
す
。

　

東
海
大
学
大
学
院
健
康
科
学

部
教
授
の
渡
辺
俊
之
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
「
介
護
う
つ
」
と

ス
ト
レ
ス
軽
減
の
ヒ
ン
ト
を
学

ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月
６
日
（
水
）

１２

午
後
２
時
〜
３
時　

分
（
午

３０

後
１
時　

分
受
付
開
始
）

３０

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ

ー
２
階　

保
健
相
談
室

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　
　

月
５
日（
火
）

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

オレンジリング

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
あ
れ
こ
れ

介
護
予
防
講
演
会

護
予
防
講
演
会

「
薬
剤
師
に
聞
こ
う

「
薬
剤
師
に
聞
こ
う
」

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
あ
れ
こ
れ

介
護
予
防
講
演
会

「
薬
剤
師
に
聞
こ
う
」

あ
れ　

も
し
か
し
て
介
護
う
つ
？

?!

家
族
介
護
教
室

族
介
護
教
室

あ
れ　

も
し
か
し
て
介
護
う
つ
？

?!

家
族
介
護
教
室

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
窓
口

ご
利
用
く
だ
さ
い

利
用
く
だ
さ
い

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
窓
口

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

認
知
症
を
理
解
し
対
応
方
法
を
学
ぼ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
を
理
解
し
対
応
方
法
を
学
ぼ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ど
。

◆
放
棄
・
放
任

　

食
事
の
提
供
、
入
浴
や
お
む

つ
交
換
な
ど
の
世
話
を
放
棄
す

る
こ
と
。
必
要
な
医
療
を
受
け

さ
せ
な
い
こ
と
。

◆
身
体
的
虐
待

　

暴
力
行
為
や
外
部
と
の
接
触

を
意
図
的
に
遮
断
す
る
行
為
、

薬
を
過
剰
に
与
え
る
行
為
な
ど
。

◆
経
済
的
虐
待

　

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
・

使
わ
せ
な
い
こ
と
や
本
人
の
合

意
な
し
に
お
金
を
使
用
す
る
こ

と
な
ど
。

◆
性
的
虐
待

　

本
人
の
嫌
が
る
性
的
な
行
為

や
そ
の
強
要
を
行
う
こ
と
な
ど
。

担
当 

介
護
保
険
課　
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歳
を
重
ね
る
と
筋
力
、
認
知

機
能
な
ど
心
身
の
活
力
が
低
下

し
た
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
状
態

に
な
り
や
す
く
、
多
く
の
方
は

同
状
態
を
経
て
要
介
護
状
態
に

至
り
ま
す
。

　

東
京
大
学
が
開
発
し
た
同
状

態
を
早
期
に
発
見
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」

を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
金
）

１２

１５

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

○
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス

座
間
３
階　

多
目
的
室　

○
対　

象　
　

歳
以
上
の
方

６５

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み

物
○
申
込
方
法　
　

月
７
日（
木
）

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

　

※
素
足
で
行
う
測
定
が
あ
る

の
で
、
膝
下
を
露
出
さ
せ
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

シ
ニ
ア
の
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

シ
ニ
ア
の
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク


